
確型曹による屋上薄雪の風河手験   

その3 軒高が尾上薄雪に及ぼす部署  
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Iはじめに 蒐工夫小型勅妹専用風対  

象者（努親・村上式）による屋上残雪模型  

東食から縁ら机た、軒高が屋上凍宮澤に及  
ぼす萄単につりて離する。   

ユ 実験オ去（り泉尾凄型 バルサ凍で  

製作、家屋の拓。大を日並に、痘3仇、奥  
行ら吼邑基本型とし、屋夜形状を水平屋板、  
かまぼこ星夜の2鹿頼ヒした。甘お、かま  

ぼこ屋根の恩赦こう配は、既危の切妻屋根  

の実験て嶺曹の最も多し－jg● とした。¢）風  
速 風洞内周謹」．0雇（蔵本式による自然風  

速換軌跡柑頭上bo髄（g2承）のヱ慮博と  

した．甘お、凍雪の刺東方ま、頼もり係数  
の求め青ば、前額そのユリヒ同じて“ある．   

3 乗艇果 理＝に風洞内鴫lガの  
かまぽこ見板の最上席曹漂および阜宋線周  

を示す．圏のようlこ、軒あ仇S、は仇でば地  

上と最上嶺曾噛すろ．しかし、j拝島ま0  

仇に甘るとこの現象ばみら小甘しl。尾瀬あ  

の薄雪深は、軒高嶋．トど仇て“は、風下よっ  
風上の凍雪が今tl。しかし、．軒あ弛肌Jこ官  

ると嵐のノ鴫向と甘る。   

次に、屋上嶺雪渓を頑もり係数て比較  

賎討寸ろと偲2のように甘る．車高0・L  
膵抑て■1ま、いず机の風速においてもト0以  

上と富り、地上凍曹潔よりもゃく甘る．   

午 £かハニ 軒高が他心喀金（本東  

嶺て小はト鼓動以下）、地上頑官と尾上凍雪  

叶逮痩し、屋赦免の確曹埼玉助長する．  
さらに、凰根面の複号荷室の雌に曹の側  

圧や汝「降圧甘ビも十命に眉点し甘・丁車ば  

甘ら甘い。 注l）穂堅曹lこよ五色上様雪小I鞠  

l象駄；も乳、騒他．舶咤晒骨柄忠義えも阿東  
替ぇ食予稿亀  
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薗2 鴇と凍もり倫救の開イ泉  

60  

画lかまぼこ屋根の屋上嶺雪票£よひ一号栗橋凪（風河内風温lガの埠払）  
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